
④
土
壌
汚
染
不
明
地

す
る
。

・
任
意
調
査
が
実
施
で
き
な

Ｂ
．
Ｂ
．
Ｂ
．

Ｂ
．
土
壌
汚
染
不
明
地

土
壌
汚
染
不
明
地

土
壌
汚
染
不
明
地

土
壌
汚
染
不
明
地
のの のの
場場 場場

か
っ
た
土
地

合合 合合

①
土
地
補
償
額
の
算
定
は
、

「
用
地
取
得
率

％
又
は
点
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

《《 《《
土
地
補
償
額
算
定

土
地
補
償
額
算
定

土
地
補
償
額
算
定

土
地
補
償
額
算
定
そ
の
そ
の
そ
の

そ
の
他他 他他

80

土
壌
汚
染
が
な
い
も
の
と
用
地
幅
杭
打
設
か
ら
３
年
の

実
務
上

実
務
上

実
務
上

実
務
上
のの のの
留
意
事
項

留
意
事
項

留
意
事
項

留
意
事
項
》》 》》

Ａ
．
Ａ
．

Ａ
．

Ａ
．
指
定
区
域
地

指
定
区
域
地

指
定
区
域
地

指
定
区
域
地
、、 、、
未
指
定

申
請
書

未
指
定

申
請
書

未
指
定

申
請
書

未
指
定

申
請
書
に
お
い
て

に
お
い
て

に
お
い
て

に
お
い
て

国
土
交
通
省
よ
り
「
公
共
高
い
用
途
」
で
用
い
ら
れ
た

合
、
指
定
区
域
は
解
除
さ

し
て
行
う
。

い
ず
れ
か
早
い
時
期
ま
で
に

用
地
の
取
得
に
お
け
る
土
壌
こ
と
が
な
い
こ
と
が
確
認
で

れ
る
）

②
土
地
売
買
契
約
書
に
、
以
収
用
手
続
き
に
移
行
す
る
」
・
町
名
、
字
名
等
の
ふ
り
が

土
壌
汚
染
地

土
壌
汚
染
地

土
壌
汚
染
地

土
壌
汚
染
地
のの のの
場
合
場
合
場
合

場
合

汚
染
へ
の
対
応
に
係
る
取
扱
き
る
土
地
を
除
き
、
こ
れ
を
・
現
に
有
害
物
質
使
用
特
定
①
標
準
地
は
、
同
一
状
況
地

下
の
趣
旨
の
特
約
を
設
け
こ
と
が
平
成
元
年
に
建
設
省

な
の
確
認
。

指
針
」
が
告
示
さ
れ
、
土
地
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

施
設
が
存
在
す
る
土
地

域
に
お
け
る
個
別
的
要
因

る
。

局
長
通
達
と
し
て
出
さ
れ
、
・
３
号
要
件
で
あ
る
「
得
ら

補
償
額
算
定
に
あ
た
っ
て
の

結
局
、
法
に
よ
り
土
地
所

で
、
任
意
調
査
に
よ
り
土

が
標
準
的
な
画
地
を
選
定

現
に
有
害
物
質
使
用
特
定
又
、
昨
今
の
公
共
事
業
の
見

れ
る
利
益
」
と
「
失
わ
れ

手
順
等
が
明
確
に
示
さ
れ
ま
有
者
等
に
調
査
が
義
務
付
け

壌
汚
染
が
発
見
さ
れ
な
か

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
施
設
が
存
在
す
る
場
合
、

直
し
の
声
が
高
ま
る
中
で
土

る
利
益
」
を
比
較
考
量
す

し
た
。
今
後
の
公
共
用
地
の
ら
れ
て
い
る
土
地
又
は
指
定

っ
た
土
地

の
で
、
地
域
全
体
が
土
壌
「
土
地
所
有
者
等
が
法
第
３
地
収
用
法
を
活
用
し
て
適
正

る
際
の
環
境
影
響
評
価
等

取
得
は
当
該
指
針
に
準
拠
し
区
域
に
指
定
さ
れ
る
等
土
壌
・
土
地
の
履
歴
か
ら
、
過
去

汚
染
地
で
な
い
限
り
、
土
条
の
土
壌
汚
染
状
況
調
査
を
か
つ
円
滑
に
事
業
用
地
を
確

が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
場

て
行
う
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
汚
染
が
存
在
す
る
こ
と
が
明

に
土
壌
が
汚
染
さ
れ
る
可

壌
汚
染
の
な
い
土
地
を
標
行
い
、
当
該
調
査
に
お
い
て
保
す
る
起
業
者
が
相
当
数
出

合
の
「
失
わ
れ
る
利
益
」

す
の
で
、
以
下
、
そ
の
内
容
確
な
土
地
以
外
の
土
地
に
つ

能
性
が
高
い
用
途
（
法
第

準
地
と
し
て
選
定
す
る
。
土
壌
汚
染
が
発
見
さ
れ
た
場
て
き
ま
し
た
。
当
社
に
お
い

の
記
述
内
容
に
つ
い
て
。

に
つ
き
説
明
い
た
し
ま
す
。
い
て
は
、
す
べ
て
任
意
調
査

３
条
の
有
害
物
質
使
用
特
②
標
準
地
か
ら
土
壌
汚
染
地
合
に
は
、
当
初
契
約
金
額
を
て
も
こ
こ
数
年
事
業
認
定
申
・
道
路
事
業
等
に
お
い
て
、

を
（
有
害
物
質
使
用
特
定
施

定
施
設
、
産
業
廃
棄
物
処

へ
の
比
準
に
あ
た
っ
て
は
減
額
し
た
変
更
契
約
を
締
結
請
書
、
裁
決
申
請
書
等
の
作

混
雑
度
を
分
か
り
や
す
く

設
が
存
在
す
る
土
地
以
外
の

分
場
等
、
以
下
同
様
）
で

不
動
産
鑑
定
業
者
の
意
見
す
る
」

成
に
関
わ
る
機
会
に
恵
ま
れ

具
体
的
に
表
現
す
る
場
合

《《 《《
手
順
手
順
手
順

手
順
》》 》》

土
地
に
つ
い
て
は
、
当
該
土

用
い
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る

等
を
踏
ま
え
（
公
共
用
地

そ
の
他
の
土
地
に
つ
い
て
て
い
る
こ
と
か
ら
、
シ
リ
ー

の
根
拠
と
な
る
数
値
に
つ

１１ １１
．． ．．
ま
ず
ま
ず
ま
ず

ま
ず
、、 、、
土
地
土
地
土
地

土
地
のの のの
現
況
現
況
現
況

現
況
をを をを

地
の
履
歴
調
査
を
行
っ
た
後

土
地
で
、
任
意
調
査
に
よ

の
取
得
に
伴
う
損
失
補
償
は
、
「
起
業
者
が
任
意
調
査
ズ
と
し
て
事
業
認
定
、
裁
決

い
て
。

確
認
確
認
確
認

確
認
す
る
す
る
す
る

す
る
。。 。。

参
考
資
料

参
考
資
料

参
考
資
料

参
考
資
料
に
お
い
て

に
お
い
て

に
お
い
て

に
お
い
て

こ
の
場
合
、
土
壌
汚
染
対
に
）
行
う
必
要
が
あ
る
と
い

り
土
壌
汚
染
が
発
見
さ
れ

基
準
細
則
別
記
－
第
８

を
行
い
（
こ
の
場
合
、
土
地
申
請
を
取
り
上
げ
ま
す
。

策
法
（
以
下
「
法
」
と
す

う
こ
と
で
す

な
か
っ
た
土
地

条
）
、
別
途
、
適
切
な
補
所
有
者
は
こ
れ
に
異
議
を
唱

皆
様
ご
存
じ
と
は
存
じ
ま
・
道
路
事
業
に
お
い
て
、
都

る
）
第
４
条
の
調
査
命
令
が

・
土
地
の
履
歴
が
不
明
で
あ

正
額
（
土
壌
汚
染
に
よ
る
え
な
い
も
の
と
す
る
）
、
当
す
が
初
め
に
土
地
収
用
法
に

市
計
画
決
定
さ
れ
た
幅
員

発
出
さ
れ
て
い
る
土
地
、
法

る
土
地
で
、
任
意
調
査
に

減
価
額
）
を
算
定
す
る
。
該
調
査
に
お
い
て
土
壌
汚
染
つ
い
て
少
し
説
明
し
ま
す
。

と
、
計
画
道
路
の
幅
員
が

２２ ２２
．． ．．
確
認
確
認
確
認

確
認
し
た
し
た
し
た

し
た
土
地
土
地
土
地

土
地
のの のの
現
況
現
況
現
況

現
況

第
５
条
の
指
定
区
域
に
指
定

よ
り
土
壌
汚
染
が
発
見
さ
③
土
壌
汚
染
に
よ
る
具
体
的
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、

土
地
収
用
法
に
定
め
る
土

法
線
以
外
の
部
分
で
整
合

ご
と
に

ご
と
に

ご
と
に

ご
と
に
、、 、、
当
該
土
地

当
該
土
地

当
該
土
地

当
該
土
地
をを をを
類類 類類

さ
れ
た
土
地
及
び
法
第
７
条

れ
な
か
っ
た
土
地

な
減
価
額
は
、
当
該
土
地
当
初
契
約
金
額
を
減
額
し
た
地
を
収
用
又
は
使
用
す
る
場

し
な
い
時
の
理
由
。

型
別
型
別
型
別

型
別
にに にに
整
理
整
理
整
理

整
理
す
る
す
る
す
る

す
る
。。 。。

の
措
置
命
令
が
発
出
さ
れ
て

具
体
的
に
は
、
次
の
４
類
・
過
去
に
土
壌
が
汚
染
さ
れ

の
属
す
る
用
途
的
地
域
に
変
更
契
約
を
締
結
す
る
」

合
の
手
続
と
し
て
事
業
認
定
・
計
画
道
路
の
車
道
幅
員
、

い
る
土
地
を
除
き
、
起
業
者
型
に
整
理
し
ま
す
。

る
可
能
性
が
高
い
用
途
で

お
け
る
通
常
の
利
用
方
法
③

②
の
場
合
、
土
地
の
引
と
裁
決
の
２
段
階
で
構
成
さ

中
央
帯
、
路
肩
、
植
樹

は
、
任
意
調
査
を
行
わ
な
け
①
指
定
区
域
地

用
い
ら
れ
た
こ
と
が
な
い

を
可
能
と
す
る
た
め
に
最

渡
し
は
、
調
査
の
結
果
を
れ
て
い
ま
す
。

帯
、
自
転
車
歩
行
者
道
、

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
土
地
・
法
第
４
条
の
調
査
命
令
が

こ
と
が
確
認
で
き
る
土
地

低
限
必
要
と
な
る
想
定
上

確
認
し
た
後
に
行
う
も
の

事
業
認
定
と
は
、
起
業
者

及
び
設
計
速
度
等
が
道
路

所
有
者
等
の
協
力
が
得
ら
れ

発
出
さ
れ
、
当
該
調
査
に
③
未
指
定
土
壌
汚
染
地

の
土
壌
汚
染
対
策
費
用
と

と
し
、
契
約
金
額
の
減
額
が
認
定
庁
（
国
交
省
大
臣
又

構
造
令
の
規
格
と
整
合
し

な
い
場
合
を
除
く
。
）

よ
り
土
壌
汚
染
が
発
見
さ
・
有
害
物
質
使
用
特
定
施
設

す
る
。

分
に
つ
い
て
は
、
精
算
金
は
都
道
府
県
知
事
）
に
対
し

な
い
時
の
理
由
。

こ
こ
で
い
う
任
意
調
査
と

れ
た
土
地
（
こ
の
場
合
、

が
存
在
す
る
土
地
で
、
任
④
指
定
区
域
地
の
場
合
、
法

支
払
時
（
土
地
の
引
渡
し
て
事
業
の
公
益
性
や
合
理
性
・
都
市
計
画
決
定
時
の
計
画

は
、
起
業
者
の
負
担
に
よ
り

指
定
区
域
に
指
定
さ
れ
る

意
調
査
に
よ
り
土
壌
汚
染

第
９
条
第
４
項
の
命
令
に

時
）
に
、
当
該
精
算
金
か
等
を
説
明
し
、
事
業
が
真
に

交
通
量
と
、
現
在
の
計
画

任
意
で
行
わ
れ
る
土
壌
汚
染

こ
と
に
な
る
）

が
発
見
さ
れ
た
土
地
（
こ

よ
り
、
土
地
の
形
質
の
変

ら
控
除
す
る
。

公
共
の
為
に
な
る
も
の
で
あ

交
通
量
と
が
整
合
し
な
い

状
況
の
調
査
で
あ
っ
て
、
土
・
現
に
指
定
区
域
に
指
定
さ

の
場
合
、
任
意
調
査
に
基

更
の
施
行
方
法
が
制
限
さ

る
こ
と
等
を
確
認
し
、
起
業

場
合
の
措
置
。

地
評
価
額
の
適
正
な
算
定
の

れ
て
い
る
土
地

づ
く
た
め
指
定
区
域
に
は

れ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
制

者
に
対
し
て
土
地
等
を
収
用

Ｃ
．
Ｃ
．
Ｃ
．

Ｃ
．
非
土
壌
汚
染
地

非
土
壌
汚
染
地

非
土
壌
汚
染
地

非
土
壌
汚
染
地
のの のの
場
合
場
合
場
合

場
合

た
め
土
地
所
有
者
等
の
協
力
・
法
第
７
条
の
措
置
命
令
が

指
定
さ
れ
な
い
。
以
下
同

限
の
程
度
に
応
じ
、
③
の

通
常
の
評
価
を
行
う
が
、
し
、
又
は
使
用
す
る
こ
と
が

ま
た
、
平
成

年
７
月
か

14

の
も
と
用
地
調
査
・
測
量
の

発
出
さ
れ
、
土
壌
汚
染
の

様
）

減
価
と
併
せ
、
「
公
法
上
現
に
有
害
物
質
使
用
特
定
施
で
き
る
と
い
う
地
位
を
付
与
ら
施
行
さ
れ
た
改
正
土
地
収

一
環
と
し
て
行
う
も
の
で
、

除
去
を
伴
わ
な
い
措
置
が
・
過
去
の
な
ん
ら
か
の
調
査

の
規
制
の
程
度
」
の
要
因
設
が
存
在
す
る
土
地
の
場

す
る
制
度
を
言
い
ま
す
。

用
法
に
よ
り
、
今
ま
で
に
経

有
害
物
質
使
用
特
定
施
設
の

実
施
さ
れ
た
土
地
（
こ
の

に
よ
り
土
壌
汚
染
が
あ
る

に
お
い
て
、
「
普
通
」
の
合
、
用
地
取
得
に
伴
い
更
地

裁
決
と
は
、
「
裁
決
申

験
の
な
い
事
柄
（
例
え
ば
、

廃
止
の
時
点
で
土
地
所
有
者

場
合
、
指
定
区
域
は
解
除

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
土
地

状
態
よ
り
「
強
い
」
と
判
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
土
請
」
「
明
渡
裁
決
の
申
立
」
事
前
説
明
会
の
開
催
等
）
が

等
に
義
務
付
け
ら
れ
る
法
第

さ
れ
な
い
）

・
土
地
の
履
歴
か
ら
、
過
去

断
す
べ
き
場
合
が
あ
る
。
地
所
有
者
等
は
、
有
害
物
質
を
指
し
、
同
じ
起
業
者
が
各
新
た
に
出
て
き
て
い
ま
す
。

３
条
の
「
土
壌
汚
染
状
況
調
②
非
土
壌
汚
染
地

に
土
壌
が
汚
染
さ
れ
る
可
⑤
未
指
定
土
壌
汚
染
地
の
場
使
用
特
定
施
設
の
廃
止
の
日
都
道
府
県
の
収
用
委
員
会
に

以
上
の
様
に
申
請
書
を
作

査
」
と
は
異
な
り
ま
す
。

・
法
第
４
条
の
調
査
に
よ
り

能
性
が
高
い
用
途
で
用
い

合
、
土
地
売
買
契
約
の
締
か
ら
起
算
し
て
1
2
0
日
以
内
対
し
て
土
地
や
建
物
等
の
権
成
し
て
い
く
上
で
は
大
小
様

当
該
任
意
調
査
は
、
現
に

土
壌
汚
染
が
発
見
さ
れ
な

ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
土
地

結
に
あ
た
り
、
「
土
地
所
に
法
第
３
条
の
土
壌
汚
染
状
利
の
取
得
の
時
期
や
補
償
金
々
な
問
題
に
直
面
し
ま
す
。

有
害
物
質
使
用
特
定
施
設
が

か
っ
た
土
地

で
任
意
調
査
に
よ
り
土
壌

有
者
等
が
汚
染
原
因
者
で
況
調
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
の
裁
決
等
を
求
め
る
制
度
を
こ
れ
ら
は
、
コ
ン
サ
ル
だ
け

存
在
す
る
土
地
は
も
ち
ろ
ん
・
法
第
７
条
の
措
置
命
令
に

汚
染
が
発
見
さ
れ
た
土
地

あ
る
と
特
定
さ
れ
た
場
合
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
土
地
の
言
い
ま
す
。

で
解
決
す
る
こ
と
は
困
難
な

の
こ
と
、
そ
れ
以
外
の
土
地

よ
り
土
壌
汚
染
の
除
去
を
・
土
地
の
履
歴
が
不
明
で
あ

に
は
、
別
途
、
法
に
基
づ
引
渡
し
は
、
当
該
調
査
の
結

第
１
回
目
は
事
業
認
定
申
場
合
が
多
く
起
業
者
の
方
の

で
あ
っ
て
も
土
地
の
利
用
履

伴
う
措
置
（
掘
削
除
去
、

る
土
地
で
、
任
意
調
査
に

き
措
置
命
令
又
は
措
置
費
果
を
確
認
し
た
後
に
行
う
も
請
書
の
作
成
に
際
し
、
今
ま
お
力
を
お
借
り
し
て
一
緒
に

歴
等
を
確
認
の
う
え
、
「
土

原
位
置
浄
化
な
ど
）
が
実

よ
り
土
壌
汚
染
が
発
見
さ

用
の
求
償
が
行
わ
れ
る
場
の
と
す
る
。

で
に
私
共
が
起
業
者
の
方
と
解
決
し
て
い
く
も
の
で
あ
り

壌
が
汚
染
さ
れ
る
可
能
性
が

施
さ
れ
た
土
地
（
こ
の
場

れ
た
土
地

合
が
あ
る
」
こ
と
を
告
知

（
Ｈ
．
Ｋ
）
共
に
直
面
し
た
様
々
な
問
題
ま
す
。

（
Ｋ
．
Ｋ
補
）

 

公
共
用
地
の
取
得
に
お
け
る
 

土
壌
汚
染
へ
の
対
応
 

 

事
業

認
定

に
つ

い
て
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晴
れ
て
お
れ
ば
、
神
秘
と
銘
が
沸
い
て
来
る
。

春
の
遅
い
道
東
な
れ
ば
、

さ
れ
て
あ
る
。
啄
木
の
歌
碑

「「 「「
納
沙
布

納
沙
布

納
沙
布

納
沙
布
のの のの

霧
笛
断
続

霧
笛
断
続

霧
笛
断
続

霧
笛
断
続

雄
大
さ
が
感
ぜ
ら
れ
る
の
で

港
が
よ
く
見
え
る
釧
路
港
六
月
下
旬
に
し
て
正
し
く
若

マ
ッ
プ
を
頼
り
に
米
町
公
園

咽咽 咽咽
ぶ
ご
と

ぶ
ご
と

ぶ
ご
と

ぶ
ご
と
北
方
領
土

北
方
領
土

北
方
領
土

北
方
領
土

ま
さ

む
せ

あ
る
が
、
ガ
ス
で
残
念
な
が
灯
台
ま
で
足
を
延
ば
し
た

緑
の
映
ゆ
る
頃
な
の
で
あ

の
展
望
台
に
行
け
ば
、
「
し

返返 返返
へ
せ
へ
せ
へ
せ

へ
せ
戻戻 戻戻
せ
と
せ
と
せ
と

せ
と
」」 」」

ら
視
界
は
き
か
ず
、
遊
歩
道
が
、
現
在
で
は
第
一
管
区
海
る
。
両
側
を
そ
の
若
緑
の
雑

ら
じ
ら
と

氷
か
が
や
き

周
遊
も
諦
め
、
展
示
室
を
ゆ
上
保
安
部
、
釧
路
海
上
保
安
木
林
の
中
を
単
線
の
レ
ー
ル
と
浮
か
ん
だ
が
、
最
初
の
こ
…
」
に
始
ま
る
有
名
な
歌
碑

八
十
路
も
半
ば
を
過
ぎ
る
通
路
が
中
央
に
な
い
の
は
左
っ
く
り
廻
り
、
生
き
て
い
る
部
、
航
行
援
助
セ
ン
タ
ー
と
が
真
っ
直
ぐ
延
び
て
い
る
様
の
地
に
来
た
時
の
方
が
印
象
に
接
し
、
釧
路
に
来
た
実
感

と
、
齢
は
争
え
ず
、
足
腰
の
右
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
は
な
い
か
の
如
き
剥
製
の
丹
頂
鶴
二
厳
め
し
い
名
前
に
な
っ
て
い
を
、
走
る
車
輌
の
先
頭
の
窓
が
深
い
。

が
い
や
深
く
な
っ
た
。
そ
の

い
か

弱
く
な
っ
た
の
を
自
覚
す

か
と
要
ら
ざ
る
心
配
を
す
る
羽
に
接
し
た
こ
と
は
せ
め
て
た
が
、
親
切
に
案
内
し
て
頂
越
し
に
見
る
の
は
快
適
そ
の

他
名
残
り
は
つ
き
な
い
が
、

る
。
し
か
し
、
今
の
中
な
ら
の
で
あ
っ
た
。

も
の
慰
め
で
あ
っ
た
。

い
た
。

も
の
で
あ
っ
た
。

駅
に
戻
っ
て
自
転
車
を
返
却

「「 「「
納
沙
布

納
沙
布

納
沙
布

納
沙
布
のの のの

岬岬 岬岬
のの のの
灯灯 灯灯
りり りり

あ
か

ば
ま
だ
何
と
か
北
海
道
独
り

滑
走
路
を
走
っ
て
離
陸
し

こ
の
国
立
公
園
釧
路
湿
原

そ
の
夜
は
釧
路
の
新
鮮
な

終
着
駅
根
室
に
八
時
十
二

し
、
ホ
テ
ル
に
入
っ
た
。

父
祖
父
祖
父
祖

父
祖
のの のの
地地 地地
をを をを
返返 返返
へ
せ
と

へ
せ
と

へ
せ
と

へ
せ
と

旅
が
出
来
る
。
否
、
今
し
な
て
も
、
梅
雨
曇
り
な
れ
ば
視
に
対
し
て
、
環
境
省
は
自
然
海
の
幸
を
肴
に
酌
み
交
わ
し
分
着
、
そ
の
前
に
通
過
し
た

明
日
は
ま
た
、
釧
網
本
線

叫叫 叫叫
ぶぶ ぶぶ
祈祈 祈祈
り
に
も

り
に
も

り
に
も

り
に
も
似似 似似
てて てて
」」 」」

け
れ
ば
悔
い
を
後
に
残
す
こ
界
は
お
ぼ
ろ
。
上
昇
の
時
、
再
生
事
業
を
実
施
し
て
お

た
が
、
柳
葉
魚
と
書
い
て
シ
東
根
室
駅
が
位
置
的
に
は
日

の
網
走
行
の
快
速
に
乗
り
、

と
に
な
る
と
自
分
自
身
に
云
小
牧
山
頂
の
城
が
見
え
た
だ
り
、
一
般
市
民
も
関
心
深

シ
ャ
モ
と
読
む
魚
が
格
別
私
本
最
東
端
の
駅
で
あ
る
こ
と

北
方
館
に
て
択
捉
、
色

車
窓
か
ら
釧
路
湿
原
を
眺
め

い
聞
か
せ
、
思
い
立
っ
て
六
け
、
高
度
が
増
し
て
密
雲
の
く
、
湿
原
へ
の
感
謝
と
思
い
の
口
に
合
っ
た
。

を
終
着
駅
の
駅
標
を
見
て
思
丹
、
国
後
な
ど
の
資
料
を
見
な
が
ら
、
知
床
斜
里
で
灯
台

月
下
旬
、
名
古
屋
空
港
か
ら
上
に
出
れ
ば
、
陽
光
は
燦
々
や
り
を
持
っ
た
社
会
環
境
が

飲
酒
の
主
人
に
代
わ
っ
て
い
出
し
た
。

て
、
バ
ス
で
根
室
に
戻
り
、
写
真
家
の
知
人
に
会
う
つ
も

釧
路
に
フ
ラ
イ
ト
し
た
。
こ
と
し
て
快
晴
な
る
も
、
白
い
再
生
さ
れ
る
べ
く
、
日
常
の
奥
様
が
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て

八
時
半
の
納
沙
布
行
の
バ
十
一
時
五
分
発
の
快
速
で
釧
り
で
あ
る
。

の
度
は
、
見
納
め
の
旅
な
れ
雲
の
絨

縀
の
上
を
飛
ぶ
の
み
生
活
や
仕
事
の
な
か
で
環
境
ホ
テ
ル
ま
で
送
っ
て
頂
き
、
ス
の
最
前
席
に
坐
る
。
根
室
路
に
十
三
時
過
ぎ
に
着
く
。

（
Ｍ
．
Ｋ
生
）

ば
、
心
眼
で
し
か
と
見
届
け
で
単
調
そ
の
も
の
で
あ
る
。
へ
の
負
荷
を
減
ら
し
、
自
然
別
れ
を
告
げ
た
。

の
街
も
、
道
路
も
良
く
な
っ

自
転
車
を
借
り
て
、
サ
イ

る
べ
く
、
カ
メ
ラ
は
敢
え
て
東
北
地
方
に
入
り
、
盛
岡
近
再
生
に
寄
与
せ
ん
と
心
が
け

翌
朝
五
時
起
床
、
北
国
の
た
と
感
じ
た
。
殊
に
途
中
に
ク
リ
ン
グ
で
歌
人
啄
木
の
足

持
た
な
か
っ
た
。

く
に
な
っ
た
頃
、
一
瞬
雲
が
て
い
る
の
に
感
心
し
た
。

初
夏
の
夜
明
け
の
早
い
の
を
あ
っ
た
開
拓
団
の
部
落
の
お
跡
を
た
ど
る
こ
と
に
し
た
。

偶
に
乗
る
飛
行
機
な
れ

薄
れ
て
、
眼
下
に
筋
状
の
残
釧
路
駅
の
傍
の
ホ
テ
ル
に
チ
感
ず
る
。
五
時
五
五
分
始
発
宮
の
鳥
居
が
、
昔
は
原
木
の

一
九
〇
六
年
、
石
川
啄
木

た
ま

ば
、
空
か
ら
の
景
色
が
見
た
雪
の
峻
嶺
が
見
え
、
岩
手
山
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
て
、
メ
イ
ン
の
快
速
根
室
行
は
洒
落
た
一
素
朴
な
も
の
で
あ
っ
た
の

は
、
釧
路
新
聞
記
者
と
し
て

く
、
幸
い
に
も
窓
際
の
切
符
で
あ
ろ
う
と
思
っ
た
が
、
そ
ス
ト
リ
ー
ト
の
北
大
通
り
を
輌
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
で
あ
が
、
立
派
な
石
の
鳥
居
に
な
釧
路
に
七
六
日
間
滞
在
し

を
求
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
れ
以
外
何
等
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
走
れ
ば
幣
舞
橋
で
あ
る
。
こ
る
が
、
乗
客
少
な
く
快
適
で
り
、
そ
の
奥
の
社
殿
も
整
っ
た
。
釧
路
川
際
の
レ
ン
ガ
造

ぬ
さ

ま
い

空
港
で
そ
れ
が
Ｅ
席
で
あ
る
る
こ
と
な
く
、
約
二
時
間
足
の
釧
路
川
に
架
る
初
代
の
橋
あ
る
。
独
り
旅
の
実
感
に
拙
て
い
る
の
に
、
時
の
流
れ
を
り
の
港
文
館
は
、
当
時
の
釧

こ
と
に
気
付
き
、
果
た
し
て
ら
ず
で
釧
路
空
港
に
安
着
し
は
明
治
三
二
年
と
か
、
現
在
歌
が
浮
ぶ
。

覚
ゆ
る
の
で
あ
っ
た
。

路
新
聞
社
屋
を
復
元
し
た
も

窓
際
か
と
案
ぜ
ら
れ
た
が
、
た
。
旧
知
の
夫
婦
に
迎
え
ら
は
五
代
目
で
あ
る
が
、
春
夏

納
沙
布
に
着
く
も
、
一
面
の
で
、
啄
木
関
係
の
資
料
が

機
内
に
入
っ
て
見
る
と
、
Ａ
れ
、
直
ち
に
釧
路
市
湿
原
展
秋
冬
に
対
し
て
思
い
を
致
す

の
ガ
ス
で
島
影
も
見
え
ず
、
多
く
あ
り
、
前
庭
に
は
啄
木

「「 「「
人
家
人
家
人
家

人
家
な
き
な
き
な
き

な
き
原
野
原
野

原
野

原
野
のの のの
中中 中中
をを をを

・
Ｂ
の
席
と
、
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
望
台
に
向
か
っ
た
が
、
涼
し
美
し
い
四
つ
の
乙
女
の
像
が

灯
台
の
霧
笛
な
る
も
の
に
初
の
銅
像
も
あ
る
。

ひ
た
ひ
た
ひ
た

ひ
た
走走 走走
るる るる
自自 自自
ず
と
ず
と
ず
と

ず
と
覚覚 覚覚
ゆゆ ゆゆ

お
の

の
席
の
間
に
通
路
が
あ
り
、
過
ぎ
て
カ
ー
デ
ガ
ン
を
着
ざ
二
つ
ず
つ
両
側
の
欄
干
に
あ

め
て
接
し
た
。

南
大
通
に
は
、
仲
の
良
か

さ
い
は
て
の

さ
い
は
て
の

さ
い
は
て
の

さ
い
は
て
の
感感 感感
」」 」」

Ｅ
席
は
窓
際
で
あ
っ
た
が
、
る
を
得
な
か
っ
た
。

り
、
最
初
に
接
し
た
時
の
感

っ
た
芸
者
小
奴
の
碑
が
建
立

皆
さ
ん
は
、
境
界
の
考
え
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
し
、
公
図
に
合
わ
せ
る
こ
と
分
合
筆
等
登
記
の
手
続
を
行

ち
ょ
っ
と
話
は
ず
れ
ま
し

方
が
２
通
り
あ
る
の
を
ご
存
う
な
場
合
、
あ
く
ま
で
も
公
に
よ
っ
て
、

が
生
じ
い
、
正
し
い
筆
界
に
戻
す
事
た
が
、
所
有
権
界
と
筆
界
の

占
有
地

占
有
地

占
有
地

占
有
地

知
で
し
ょ
う
か
？
１
つ
は
、
図
が
『
公
共
的
な
境
界
』

て
し
ま
い
、
境
界
確
定
が
非
を
お
勧
め
し
て
お
り
ま
す
。
相
違
が
出
来
た
時
、
地
図
訂

公
共
的
な
資
料
に
基
づ
く
境
（
以
後
筆
界
と
す
る
）
を
示
常
に
困
難
に
な
る
こ
と
が
懸
こ
の
場
合
は
所
有
権
界
の
確
正
と
い
う
登
記
手
法
に
よ
り

界
（
筆
界
と
言
う
事
が
多

す
資
料
で
あ
り
、
原
則
と
し
念
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
公
定
と
筆
界
の
確
定
を
行
な
う
公
図
を
直
せ
ば
よ
い
と
い
う現現 現現

い
）
と
、
私
人
同
士
に
よ
る
て
、
「
土
地
の
筆
界
は
公
法
図
の
み
を
頼
っ
て
境
界
確
定
こ
と
に
な
り
ま
す
。
両
地
権
考
え
方
も
あ
り
ま
す
が
、

況況 況況
がが がが
正正 正正
し
い
と
い
う

し
い
と
い
う

し
い
と
い
う

し
い
と
い
う
証
拠
証
拠
証
拠

証
拠
がが がが

所
有
権
界
で
す
。

上
の
境
界
と
し
て
の
性
質
を
を
行
な
う
の
で
は
な
く
、
法
者
が
所
有
権
界
で
納
得
し
、

近
年
弊
社
で
は
不
動
産
処
有
す
る
か
ら
、
所
有
権
界
と
務
局
所
管
の

筆
界
に
戻
す
こ
と
を
承
諾
し

地
図
訂
正
で
対

り
上
げ
ら
れ
、
用
地
・
補
償
表
を
図
る
」
と
あ
り
ま
す
。

旧
図
市
町
村

出
旧
図
市
町
村

出
旧
図
市
町
村

出
旧
図
市
町
村

出
て
く
れ
ば

て
く
れ
ば

て
く
れ
ば

て
く
れ
ば

や

分
の
た
め
の
土
地
確
定
測
量
は
異
な
り
、
私
人
間
の
合
意

な
け
れ
ば
、
所
有
権
界
の
位
応
出
来
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
円
滑
化
の
施
策
の
一
つ
と
今
後
、
既
存
事
業
に
お
い
て

役
場
所
管

役
場
所
管

役
場
所
管

役
場
所
管
のの のの
図
面
図
面

図
面

図
面
（（ （（
宝
典
宝
典
宝
典

宝
典

の
依
頼
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
や
時
効
取
得
に
よ
っ
て
土
地

、
鉄
道
会
社
の
管
理
図
置
に
民
法
2
2
3
条
の
界
標
を
う
で
な
い
場
合
は
原
則
、
地

し
て
「
土
地
収
用
法
を
積
極
当
該
要
件
に
達
し
た
場
合
は

等等 等等
）） ））

殆
ど
が
小
規
模
な
一
筆
確
定
の
筆
界
が
移
動
す
る
こ
と
は
面
等
、
時
に
は
現
場
付
近
の
設
置
し
ま
す
。

図
訂
正
は
で
き
ま
せ
ん
。

的
に
活
用
す
る
と
共
に
、
補
事
業
認
定
申
請
手
続
き
が
多

測
量
で
す
。
そ
の
業
務
に
携
あ
り
得
な
い
」
（
登
記
研
究
古
老
の
話
を
参
考
に
し
な
が

も
し
も
、
筆
界
及
び
所
有
（
利
害
関
係
人
全
員
の
承
諾

償
金
仲
裁
制
度
の
活
用
を
図
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

わ
る
中
で
、
稀
に
公
図
や
地
第
6
4
9
号
）
と
い
う
考
え
方
ら
、
そ
の
公
図
が
本
当
に
正
権
界
が
確
定
で
き
ず
境
界
紛
で
対
処
で
き
る
場
合
も
あ
り

る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
流
れ
の
中
で
、
事

積
測
量
図
の
形
状
と
現
地
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
現
地
を
し
い
の
か
、
現
地
の
形
状
が
争
ま
で
発
展
し
た
場
合
は
、
ま
す
。
）

国
土
交
通
省
は
、
平
成

す
。
具
体
的
に
は
「
用
地
幅
業
認
定
図
書
作
成
業
務
等
に

15

先
回
は
、
公
図
混
乱
地
域
一
部
が
合
わ
な
い
事
が
あ
り
公
図
に
合
わ
せ
て
形
状
を
作
正
し
い
の
か
を
確
認
す
る
作
境
界
確
定
訴
訟
に
よ
る
か
、

原
則
で
考
え
ま
す
と
、

年
度
か
ら
公
共
事
業
の
全
て
杭
打
設
か
ら
３
年
又
は
用
地
つ
い
て
今
一
度
見
つ
め
直
す

の
地
図
訂
正
の
手
法
に
つ
い
ま
す
。
例
え
ば
、
公
図
に
存
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。
現
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
結
最
近
、

検
討
さ
れ
て
い
る

『
分
筆
』
『
所
有
権
移
転
』
の
プ

ロ
セ
ス
を
コ
ス
ト
の

観
取
得
率

％
に
な
っ
た
時
の
意

味
も
あ
り
、
今
回
を

含
め

80

て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
在
す
る
筆
界
線
の
『

折
れ
』
地
と
の
不
一
致
を
理
由
と
し
果
的
に
公
図
が
正
し
く
、
筆
「
裁
判
外
に
よ
る
紛
争
解
決
『
合
筆
』
と
い
う
手
順
を
踏
点
か
ら
見
直
す
、
「
コ
ス
ト
い
ず
れ
か
早
い
時
期
ま
で
に
４
回
（
１
年
間
）
に
わ
た
り

し
た
。
今
回
は
、
も
っ
と
も
が
現
地
で
は

無
か
っ
た
り
、
て
安

易
に
地
図
訂
正
を
考
え
界
と
所
有
権
界
に
相
違
が
起
制
度
」
（
Ａ
Ｄ

Ｒ
）
に
よ
っ
ん
で
現
在
の
『
所
有
権
界
』
構
造
改

革
」
に
取
り

組
む
こ
事
業
認
定
申
請
手
続
き
に
移

掲
載
し
て
い
き
た
い
と
思
い

身
近
な
『

』
に
つ

折
れ
の
方
向
が

逆
だ
っ
た

る
の
で
は
な
く
、
一
般
的
な
き
た
時
に
は
、
私
は
地
権
者
て
解
決
す
る
こ
と
に
な
り
ま
に
『
公
共
的
な
境
界
』
を
合
と
と
な
り
ま
し
た
。
見
直
し
行
す
べ
き
と
い
う
ル
ー
ル
を
ま
す
。

境
界
確
定

境
界
確
定

境
界
確
定

境
界
確
定

い
て
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま

り
、

折
れ
の
数
が
必
要
以
上
手
順
と
し
て
、
公
図
に
合
わ
に
対
し
て

占
有
し
て
い
た
所
す
。

わ
せ
る

努
力
が
必
要
か
と
思
の

ポ
イ
ン
ト
の
中
に
「
事
業
周
知

徹
底
す
る
と
共
に
、
用

（
Ｔ
．

Ｏ
）

す
。

に
多
か
っ
た
り
と
様
々
な

ケ
せ
る
事
が
必
要
で
す
。
し
か
有
権
界
と
筆
界
間
の
土
地
を

い
ま
す
。

（
Ｋ
．
Ｋ
事
）
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
」
が
取
地
取
得
の

進
捗
状
況
等
の
公
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